
学校番号 307 

令和２年度 芸術科 

教科 芸術 科目 書道Ⅰ 単位数 ２単位 年次  １年次 

使用教科書  書Ⅰ（光村図書） 

副教材  自主教材プリント 

 

１ 担当者からのメッセージ 

・小･中学校で学んできた正しく整えて美しく書く文字から芸術的な味のある字があることを知り、

感受性の幅を広げることができるように様々な試みを行います。 

･基本的な書写技術を向上させ、自分の意図する表現ができるようになることをめざします。  

･文字文化の成り立ちや歴史的な背景を学習し、様々な古典作品を鑑賞しながら、書の伝統文化に

ついて理解を深めていきましょう。 

２ 学習の到達目標 

書道の幅広い活動を通して、生涯にわたり書を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、書写

能力の向上を図り、表現と鑑賞の基礎的な能力を伸ばし、書の伝統と文化についての理解を深める。  

 

３ 学習評価（評価基準と評価方法） 

  

観 

点 

ａ：書への 

関心・意欲・態度 

ｂ：書表現の 

構想と工夫 

ｃ：創造的な書表現の

技能 

ｄ：鑑賞の能力 

 

観 

点 

の 

趣 

旨 

 

身の回りにある書に

関心を持ち、伝統的

な書の表現に触れ、

主体的に作品制作や

鑑賞のできる態度を

育む。 

幅広い書の美しさ・

深さを知り、感性を

働かせ鑑賞力を高め

ながら、自らの意図

に基づいて構想し表

現を工夫している。 

創造的な書表現をする

ために、より多くの作

品にふれ、用具･用材を

工夫し、様々な表現技

術の習得を目指す。 

身の回りの書や伝統

的な書の文化につい

て、幅広く理解し、

その価値を考え、書

のよさや美しさを創

造的に味わう。 

 

評 

価 

方 

法 

 

・ 観察 

・ レポート 

・ ワークシート 

・ 提出作品 

・ 観察 

・ レポート 

・ ワークシート 

・ 提出作品 

・ 観察 

・ ワークシート 

・ 提出作品 

・ レポート 

・ 提出作品 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に 5 段階の評定にまとめます。

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



 

４ 学習の活動 

  

学 

期 

単

元

名 

学習内容 主な評価の観点 単元（題材）の評価基準 評価 

方法 
ａ ｂ ｃ ｄ 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

学 

 

期 

 

ガ

イ

ダ

ン

ス 

・国語科書写と芸術科書道に

ついて 

・文房四宝（紙、筆、硯、墨）

について知る 

・書体の変遷、漢字の変遷に

ついて知る 

〇   

 

〇 

 

 

 

 

〇 

ａ，書写と書道の違い、文房四宝

や書体の変遷に興味を持ち、今後

の学習に意欲的に取り組もうとし

ている。 

ｃ，用具用材の特性を理解し、執

筆法の基本を身に付けている。 

ｄ，さまざまな書の良さを味わっ

ている。 

観察 

ワークシート 

提出作品 

漢

字

の

書 

楷書 

･孔子廟堂碑･九成宮醴泉銘 

･顔氏家廟碑･牛橛造像記 

･書風の違う古典を臨書（半

紙）し、違いを学び、技術

を習得する。 

･半切 1／2 に作品制作 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

ａ，書風の違う楷書に関心を持ち、

美のあり方の違いについて知り、

表現や鑑賞の活動に意欲的に取り

組もうとしている。 

ｂ，用筆法を理解し、表現を工夫

している。 

ｃ，各書風による用筆法の違いを

理解し、身に付けている。 

ｄ，書風の違いを理解し、その良

さや美しさを味わっている。 

観察 

ワークシート 

レポート 

提出作品 

篆

刻 

篆刻 

･自分の名前の篆書体を調

べる。 

･字典の引き方を覚える 

･8 分と 3 分の姓名印の制

作(朱文、白文) 

･印稿作成 

･印の彫り方を学ぶ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

ａ，名前の篆書体、印について興

味を持ち、表現や鑑賞に意欲的に

取り組もうとしている。 

ｂ，布字の仕方を理解し、表現工

夫している。 

ｃ，印刀の使い方を理解し、その 

技術を習得している。 

ｄ，様々な印を鑑賞し、その良さ

や味わいを自分の印に活かせてい

る。 

 

観察 

ワークシート 

レポート 

提出作品 



 

 

 

 

 

 

２ 

学 

期 

 

行

書

の

学

習 

行書の学習 

･蘭亭序･争坐位稿 

･風信帖･蜀素帖 

･書風の違う古典の臨書 

･表現方法の違いを学ぶ 

･作品制作（半切 1/2） 

･自作印を押印 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

a,各作品の背景を理解し、その表

現方法の違いに関心を持ち、表現

や鑑賞に意欲的に取り組もうとし

ている。 

b,用筆法の違いによる字の印象を

理解し書表現を構想し工夫してい

る。 

c,各用筆法の違いを理解し、表現

を工夫している。 

d ,各古典の特徴をよく理解し、感

性を持って創造的に味わえてい

る。 

 

観察 

ワークシート 

レポート 

提出作品 

仮

名

の

学

習 

仮名の成り立ちと用筆法 

･いろは（単体） 

･連綿 

･高野切第三種の臨書 

･短冊に書く 

･押印 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

a,各作品の背景を理解し、その表

現方法の違いに関心を持ち、表現

や鑑賞に意欲的に取り組もうとし

ている。 

b,用筆法の違いによる字の印象を

理解し書表現を構想し工夫してい

る。 

c,各用筆法の違いを理解し、表現

を工夫している。 

d ,各古典の特徴をよく理解し、感

性を持って創造的に味わえてい

る。 

 

観察 

ワークシート 

レポート 

提出作品 

３

学

期 

隷

書

の

学

習 

隷書の成り立ちと用筆法 

･用筆法 

･結構 

･曹全碑の臨書 

･半切１／２に書く 

･押印 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

ａ，隷書の成り立ちやその表現方

法について関心を持ち、表現や鑑

賞に意欲的に取り組もうとしてい

る。 

ｂ，用筆方法について理解し、表

現を工夫している。 

ｃ，逆筆や波磔などの用筆法を理

解し、身に付け表現している。 

ｄ，隷書の特徴をよく理解し、そ

の良さや美しさを味わっている。 

 

観察 

ワークシート 

レポート 

提出作品 



漢

字

の

創

作 

半切に 4字書きの作品制作 

（楷書、行書、隷書、篆書

体から選択する） 

･書体を選ぶ 

･草稿作成 

･作品制作 

･押印 

 

 

 

 

 

 

 

○ ○ ○ ○ ａ，作品の構想、完成に至る創作

活動に関心を持ち、主体的に取り

組もうとしている。 

ｂ，自己の表現の狙いを達成する

ために、古典のもつ伝統的な美を

感受し、表現を構想し工夫してい

る。 

ｃ，創造的な書表現をするために

字形や全体構成の要素を理解して

いる。 

ｄ，互いの作品を鑑賞し、その良

さや美しさを創造的に味わってい

る。 

観察 

ワークシート 

レポート 

提出作品 

漢

字

仮

名

交

じ

り

の 

書 

･漢字仮名交じりの書の作

品制作 

 ･語句の作文（2 年になる

抱負を自分の言葉にす

る） 

 ･文字、全体構成のデザ

イン 

 ･草稿作成 

 ･半切１/３への清書、押

印 

 ･作品発表 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

ａ，語句の作文、作品の構想に関

心を持ち、表現を高めようとして

いる。 

ｂ，漢字と仮名の字形や文字の大

きさなどが全体の構成に関わるこ

とを理解し、表現を工夫している。 

ｃ，作品の意図と文字の関係を理

解し、表現するための技能を身に

つけている。 

ｄ，互いの作品を鑑賞し、その良

さや美しさを創造的に味わってい

る。 

 

観察 

ワークシート 

レポート 

提出作品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 表中の観点について ａ：書への関心･意欲･態度   ｂ：書表現の構想と工夫 

             ｃ：創造的な書表現の技能   ｄ：鑑賞の能力 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

   ･原則として一つの単元（題材）ですべての観点について評価することになるが、学習内容（小

単元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○をつけている。 


